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京滋バイパス環境アセスメント案
一

す
ん
だ
空
と

き
れ
い
な
川
を

守
り
ま
し
よ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

市
で
は
、
日
本
道
路
公
団
大
阪
建
設
局
京
滋
バ
イ
パ
ス
工
事
事
務
所
か

ら
出
さ
れ
た
京
滋
■
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価
書
案
に
つ
い
て
、
三
月
十
日

か
ら
四
月
八
日
ま
で
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
縦
覧
や
地
域
説
明
会
を
実
施
。

四
月
二
十
三
日
を
期
限
に
、
市
民
の
み
な
き
ん
か
ら
評
価
書
案
に
対
し
て

総
数
二
百
十
五
通
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
意
見

書
の
中
か
ら
、
要
約
し
た
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ｙ
府
・
市
道
の
交
通
緩
和
の
た

め
の
具
体
策
を
示
さ
れ
た
い
。

生
活
環
境
に
つ
い
て

〈
大
気
汚
染
〉

ｙ
六
万
五
雲
口
の
交
通
量
で
の

二
酸
化
硫
黄
に
よ
る
影
響
は
ど
う

か
ｙ
明
星
山
ト
ン
ネ
ル
換
気
塔
に

浄
化
装
置
の
設
置
を
ｙ
二
酸
化
窒

素
及
び
一
酸
化
炭
素
は
、
厳
し
い

環
境
保
全
目
標
値
で
予
測
・
評
価

し
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
ｙ
半
地

下
、
盛
土
、
高
架
構
造
部
の
二
酸

化
窒
素
、
一
酸
化
炭
素
の
現
況
濃

自
然
環
境
に
つ
い
て

〈
水
象
〉

ｙ
京
バ
イ
の
路
面
排
水
は
、
岡

本
川
へ
流
さ
ず
宇
治
川
へ
排
出
さ

れ
た
い
ｙ
京
バ
イ
建
設
に
伴
い
、

排
水
路
の
改
良
を
行
い
。
菟
道
平

町
地
域
の
泌
水
防
止
を
。

〈
動
植
物
〉

ｙ
動
植
物
へ
の
被
害
が
生
ず
る

こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
万
全
の
防

止
策
を
講
ず
る
こ
と
。

〈
自
然
景
観
〉

ｙ
宇
治
川
新
橋
は
宇
治
の
景
観

窒
素
の
現
況
濃
度
○
・
○
一
二
″

の
汚
染
源
は
何
か
。
又
、
菟
道
平

町
で
の
六
十
五
年
当
時
の
排
ガ
ス

濃
度
は
○
・
○
○
八
即
が
プ
ラ
ス

大
自
第
９
号
）
環
境
庁
大
気
保
全

局
長
か
ら
各
都
道
府
県
知
事
宛
付

属
説
明
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
値
に

比
べ
て
低
い
値
の
自
動
車
排
出
ガ

ス
の
排
出
係
数
を
用
い
て
い
る
の

は
な
ぜ
″
ｙ
窒
素
酸
化
物
（
咄
）

の
予
測
・
評
価
が
な
ぜ
さ
れ
て
い

な
い
の
か
ｙ
汚
染
物
質
の
反
応
に

つ
い
て
、
二
酸
化
窒
素
濃
度
は
、

窒
素
酸
化
物
濃
度
の
関
数
と
し
て

土
木
技
術
資
料
（
建
設
省
土
木
研

究
所
）
の
実
験
式
を
載
せ
て
い
る
。
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マ
・
・
鴎
濃
度
（
｀
）
、
Ｘ
・
・
・
晩
濃
度

（
″
）
〕
本
式
に
実
際
の
値
を
あ
て

は
め
て
み
る
と
、
左
表
の
よ
う
に

な
り
。
計
算
値
は
実
測
値
の
約
半

分
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
式
を

用
い
て
二
酸
化
窒
素
濃
度
を
予
測

し
た
と
す
れ
ば
、
実
状
に
合
わ
す

た
め
に
は
答
を
二
倍
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
環
境
保
全
目
標

す
る
方
が
安
全
側
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
の
で
検
討
を
ｙ
明
星
山
ト

ン
ネ
ル
下
り
線
換
気
所
は
平
担
地

を
仮
定
’
し
た
拡
散
式
で
予
測
さ
れ

て
い
る
。
下
り
線
の
磐
八
塔
（
山

間
〈
）
で
は
、
既
が
主
風
向
で
あ

り
、
換
気
所
の
風
下
に
位
置
す
る

住
居
地
区
の
谷
間
に
沿
っ
て
汚
染

物
質
が
移
動
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
安
全
側
の
配
慮
が
欠
け
て
い

る
。
予
測
計
算
結
果
に
つ
い
て
同

様
な
既
存
道
路
周
辺
で
の
実
測
値

と
比
較
照
合
を
ｙ
窒
素
酸
化
物
濃

度
が
○
・
○
五
″
以
下
の
低
濃
度

域
で
は
、
二
酸
化
窒
素
濃
度
が
約

一
〇
～
二
〇
％
過
少
評
価
さ
れ
て

い
る
と
思
う
の
で
検
討
を
ｙ
現
況

濃
度
が
高
く
な
れ
ば
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
の
発
生
頻
度
が
増
加
す
る
の

で
は
な
い
か
。

〈
騒
音
〉

▼
南
部
・
槙
島
小
学
校
付
近
に

■
■

．
。
１
１

』
一

－

－－
－

″｀

ご

に
ふ
さ
わ
し
い
色
彩
・
形
状
に
。
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
値
（
○
・
○
二
五
～
○
‘
○
三
三
は
教
育
環
境
保
全
の
た
め
防
音
対

社
会
環
境
に
つ
い
て

〈
産
業
〉

ｙ
通
風
の
悪
化
に
よ
る
茶
園
へ

の
霜
害
防
止
の
た
め
緑
地
帯
に
植

樹
を
し
な
い
こ
と
ｙ
林
業
振
興
と

森
林
経
営
に
支
障
な
い
よ
う
に
。

〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〉

ｙ
通
学
路
・
農
道
・
林
道
等
生

活
道
路
が
分
断
さ
れ
な
い
ぷ
っ
に
。

〈
交
通
〉

い
る
の
は
な
ぜ
か
ｙ
田
道
2
4
‥
心
線

付
近
及
び
菟
道
で
は
九
Ｈ
を
秋
季

と
し
て
測
定
し
、
他
の
地
域
で
４

月
ド
句
以
呼
孤
雁
と
し
た
場
合

の
窒
素
駿
化
物
の
季
節
平
均
値
に

比
べ
て
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
ｙ
「
自
動
車
排
出
ガ
ス

の
址
の
許
容
限
度
の
一
部
改
正
に
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策
を
ｙ
最
高
値
で
の
予
測
に
対
す

る
対
策
が
必
要
ｙ
宇
治
川
右
岸
地

域
で
は
、
調
査
し
た
十
七
地
点
に

つ
い
て
予
測
・
評
価
を
す
べ
き
だ

ｙ
遠
方
へ
の
騒
音
影
響
を
防
止
す

る
た
め
シ
ェ
ル
タ
ー
、
又
は
ボ
ッ

ク
ス
方
式
の
採
用
を
▼
宇
治
川
以

西
の
高
架
部
に
三
Ｕ
の
防
音
壁
の

設
置
を
▼
二
尾
地
区
内
に
三
Ｍ
以

上
の
防
音
壁
の
設
置
を
。

〈
振
動
〉

つ
゛
て
」
(
ｇ
和
5
3
年
１
触
一
一
‐
環
ｙ
予
測
結
果
は
、
年
平
均
値
及
び
ｙ
振
動
を
感
じ
な
い
対
策
を
。

ド
作

最
大
噴
泉
邱
平
均
値
で
求
め
て

い
る
が
、
時
間
帯
に
よ
る
予
測
も

行
う
べ
き
だ
ｙ
窒
素
酸
化
物
の
排

出
址
を
計
算
す
る
た
め
に
、
交
通

址
に
排
出
強
度
を
乗
じ
て
求
め
ら

れ
て
い
る
が
剛
単
位
に
換
算
す
る

に
は
大
気
温
度
に
よ
る
補
正
が
必

要
ｙ
道
路
周
辺
、
・
換
気
所
周
辺
で

の
汚
染
浪
度
を
計
算
す
る
に
は
、

○
・
瓦
～
Ｔ
Ｏ
ｍ
／
Ｅ
の
風
速

範
囲
で
は
、
有
風
パ
フ
式
で
計
算

〈
低
周
波
空
気
振
動
〉

▼
架
橋
か
ら
の
低
周
波
公
害
が

ｙ
建
物
、
人
の
健
康
、
営
業
、

河
川
水
質
汚
濁
、
農
林
業
、
電
波

障
害
、
日
照
阻
害
等
の
被
害
へ
の

補
償
と
そ
の
確
約
を
。

〈
計
画
事
項
〉

ｙ
静
寂
な
自
然
環
境
保
全
の
た

め
。
炭
山
ル
ー
ト
を
五
百
Ｕ
南
へ

移
動
を
ｙ
自
然
・
歴
史
的
環
境

の
保
全
の
た
め
、
菟
道
隼
上
り
か

ら
二
尾
ま
で
の
ト
ン
ネ
ル
直
線
化

を
ｙ
半
地
下
構
造
に
よ
る
道
路
こ

う
配
の
出
現
で
、
排
ガ
ス
・
騒
音

が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

明
星
山
ト
ン
ネ
ル
か
Ｉ
宇
治
川
橋

ま
で
高
架
工
法
に
ｙ
国
道
2
4
号
線

以
西
を
近
鉄
西
ま
で
高
架
延
長
し
、

国
道
2
4
号
線
に
本
格
的
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
ｙ
笠
取
地
域

に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を

ｙ
半
地
下
構
造
は
、
ト
ン
ネ
ル
化

か
、
ふ
た
を
ｙ
高
架
部
の
両
側

に
二
十
‐
の
緑
地
帯
の
設
置
を
。

〈
一
般
的
事
項
〉

ｙ
苦
情
相
談
窓
口
の
設
置
を
ｙ

公
害
防
止
に
対
す
る
覚
書
き
の
締

結
を
ｙ
排
ガ
ス
・
騒
音
・
振
動
等

に
つ
い
て
電
光
掲
示
板
を
設
置
す

る
な
ど
管
理
の
徹
底
を
▼
ト
ン
ネ

■
ル
内
の
安
全
設
備
の
徹
底
を
ｙ
照

明
灯
に
よ
る
農
作
物
・
人
家
に
対

す
る
害
虫
被
害
対
策
を
▼
バ
イ
パ

ス
路
線
に
上
水
道
管
の
布
設
を
ｙ

笠
取
地
域
に
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
設

置
と
バ
イ
パ
ス
の
無
料
パ
ス
の
発

行
を
ｙ
早
期
買
収
の
実
施
及
び
買

収
価
格
の
明
示
を
ｙ
工
事
中
の
公

害
防
止
と
安
全
対
策
は
万
全
に
ｙ

代
替
地
の
あ
っ
旋
と
税
法
上
の
優

偶
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
代

替
地
取
得
の
た
め
の
借
入
金
に
対

す
る
利
子
補
給
を
ｙ
供
用
開
始
前

に
住
民
参
加
で
振
動
・
騒
音
測
定

の
実
施
を
。

そ
の
他

〈
関
連
事
項
〉

ｙ
買
収
残
余
地
に
隻
跡
・
公

園
の
建
設
を
ｙ
京
バ
イ
建
ａ
に
伴

い
巾
道
等
の
改
良
整
備
を
。

〈
補
償
関
係
〉

・
今
後
、
意
兇
書
に
対
す
る
事
業

者
の
修
正
ぺ
又
は
見
解
書
を
十

五
日
間
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
縦

覧
し
て
も
ら
っ
た
上
、
準
公
聴
会

を
開
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

l
Ｏ

ｒ
ｎ
）

ｏ
ｏ

９
＼

ま
″
‘
｀

号
Ｓ
鸚
■

１
２
４
％
…
■

馥
‐

’
7
1
■
。

だ

／
‐
四
≒

と
｀

よ

215通の意見書が提出

・
グ
・
回

4 3
謎
だ
諭

一
一
一

一

金
心
醜
八

四
万
回

ま
三
回

鏃
に
言

゜

有
謡
言
四

器

回
…
…
に
１
一
せ
入
ｎ
四
ｎ
¨

～
～
ご
ｙ
ヽ
・
…
…
惣
一

一
一
即
乙

1
0

0

、
ｙ
Ｅ
-
ｓ
-
t
)
'

…
…
…
…

ｙ
‘

四
。
吻
一
Ｊ

｝
…
…
…
…

゛

い
四
回
拐
四

。
七
万
万
言
鉾
の
o
利
7
o

斤
犬
上
廠
～
一
心
７
８

・
ゝ
ｘ
』
』
？
２

ミ
゛
…
…
ぺ
元
三
…
…
…
げ
間
年
年

…
…
…
告
。
八
～
…
…
ｔ
期
１
２

脊
回
…
…
…
■

～
…
…
…

べ・
…

…
…
」
…
…
サ
ノ

゛

イ
⑤
言
レ
ブ
ス
ソ
シ

佐
゛
づ
バ
■
“
イ
゛
。
こ
『
‐
み
‘

…
…
Ｉ
｛
’
一
一
・
【
大
】
し
］
・

｀

心
恥
ぐ
八
９
″
ぶ
、
ヽ
｝
－
゛
ゝ
‘
入
’

士
卒
～
□
～
水
洗
言
言
｛

ド

”
ｘ
、
。
￥
芦
ｒ
．
ｌ
ｘ
Ｊ
χ
■

｀
、
～
゛
ｙ
バ
ー
。
て
ぐ
い
Ｉ
”
だ
り
、

…
…
一
｛
ご
…
…
…
…
｛
作
ｊ
。
‥
一
い
。
一
・
ヽ

｝

ン

…
…
こ
・
づ
ノ

ｙ
ｆ
し
『
、
｀
レ
廠
し
≒
…
…
ご
』
で

士
・
－

ラ

…
…
…
ハ
ペ
…
…

才
六
…
…
…
Ｏ
。
廠
～
『
｛
「
康
一

じ

ご
Ｉ
Ｊ
」
廠
フ
ミ
づ
…
…
…

…
…
¨

、
～
廠
特
゛

金

廠

ス

ニ
’
…
…
ヽ
用

廠
夏

…
…
‐
‘

し
・
゛

ナ
ノ

】
七
～
信

‘
”
■
『
～
に
ｙ
｀
。

…
…

な
廠
ら
廠

廠
廠
』
¨

四

廠

Ｋ
…
…
…
。

ゝ
粛

康
な

廠
…
…

｀
″
～

＠

カ

健

確
…

…
…
…
…
入

「
”
～
’
｀
’
へ

■
｀
’
゛

‘
■
゛
■

。゜
’
゛゛

゛
Ｉ
゛
‘

■

大
気
汚
染
な
ど
環
境
保
全

対
策
に
多
く
の
意
見

ｊ
‘
．
≒
ｊ
・
‘
為
’
Ｉ
う
Ｉ
む
’

廠

廠

廠

」

一

一
9

0

ト
臨
比
配
坦

～
ｉ
ｎ
”
・
｝
！
Ｉ
一
プ

告
靉

‘
’
ｉ
―
！
：

一

一一一一

－

ｉ

一＝剛』＝一＝＝＝＝譜！皿＝皿＝――皿＝１１皿－―＝ｍ＝皿Ｉ＝＝＝一＝１ １ｓ一＝―Ｉ剛―＝Ｉ一一＝！！
’

＝
一
＝

一
＝

一
＝一

■
１
一
匹

臨ぷ
一―

」



Ｉｎ
乙

ぐ新日肛″
○ｊ四□四四1

9
りよだ政市治宇号2 4

ｒ
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第

最
近
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ

ブ
ル
が
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
衣
料
品
の
素
材
や
加
工

法
が
多
様
化
し
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

へ
の
耐
久
性
が
減
退
し
、
し
か
も

事
故
の
原
因
究
明
が
難
し
い
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者

の
全
国
的
な
組
合
で
あ
る
全
国
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
衛
生
同
業
組
合

甕
答
で
は
、
今
年
四
月
か
ら
事

故
の
賠
償
基
準
を
改
正
し
、
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

新
し
い
賠
償
基
準
の
特
徴

従
来
。
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、

被
害
者
が
原
因
を
つ
き
と
め
立
証

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
改
正
で
、
原
因
が
何

で
あ
っ
て
も
業
者
が
と
り
あ
え
ず

賠
償
し
、
そ
の
後
原
因
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
な
り
、
業
者
に
そ

の
役
割
が
移
り
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
賠
償
基
準
改
正

の
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
。

ま
た
、
賠
償
し
な
く
て
よ
い
場

合
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
客

が
洗
た
ぐ
物
を
受
取
っ
た
と
き
事

故
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
。
異
議

な
く
受
取
っ
た
と
証
明
す
る
書
面

知
業
者
に
渡
し
た
と
き
。
②
客
が

洗
た
ぐ
物
を
受
取
っ
て
か
ら
六
ヵ

月
。
ま
た
業
者
が
洗
た
く
物
を
預

か
っ
て
か
ら
一
年
経
過
し
た
と
き
。

平均使用年数（表I）

ラ
ン
ド
リ
ー
○
０
０

法方
ウ
エ
″
ト
○
○
○
○
○

理
ド
ラ
イ
０
０
０
０
０
０
０
０

処
待
殊

便
用
年
数
3
4
2
4
2
4
2
3

＊
≪
＾
Ｉ
物
ｆ
物
ｆ
物
Ｉ

区
用
夏
合
夏
合
夏
合
夏
ム
ロ

広
ツ
銀
ト
’
類
ト

品
目
】
ブ
ザ
匹
一

≪
■
"

Ｌ

ｋ

＾

- ｋ

ｕ
Ｍ
≪

れ
ま
す
。
再
取
得
価
格
は
、
事
故

品
と
同
品
質
の
も
の
を
事
故
の
発

業
者
の
役
割
明
確
に

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は

業
者
が
賠
償
額
を
カ
ッ
ト
で
き
る

よ
う
ぷ
な
っ
て
い
ま
す
。
①
被
害

者
の
過
失
が
事
故
の
原
因
で
あ
る

と
き
、
②
事
故
品
を
被
害
者
に
返

品
す
る
と
き
（
被
害
者
の
同
意
が

い
る
）
、
③
業
者
が
洗
た
ぐ
物
を
預

っ
た
日
か
ら
九
十
日
経
過
し
て
も

客
が
洗
た
ぐ
物
を
受
取
ら
ず
。
そ

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
消
費
者
は
、

今
ま
で
以
上
に
で
き
上
っ
た
洗
た

ぐ
物
を
、
す
み
や
か
に
受
取
り
、

す
ぐ
に
事
故
が
な
い
か
を
調
ぺ
る

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
し
た
。

賠
償
額
の
計
算
の
方
法

賠
償
頷
は
、
（
品
物
の
再
取
得
価

格
）
×
（
補
償
割
合
）
で
計
算
さ

生
時
に
購
入
し
た
と
き
の
値
段
の

な
お
、
洗
た
く

物
を
紛
失
し
た
場

合
は
、
ド
ラ
イ
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
処
理

で
は
料
金
の
四
十

倍
、
ラ
ン
ド
リ
ー

処
理
（
水
と
石
け

ん
で
洗
う
）
で
は
、

こ
と
で
、
補
償
割
合
は
使
用
期
間
料
金
の
二
十
倍
の

と
使
用
頻
度
。
い
た
み
具
合
、
保
賠
價
が
さ
れ
ま
す
。

管
状
況
に
よ
る
価
値
の
低
下
を
再
さ
い
ご
に
、
ク
リ

取
得
価
格
に
対
す
る
製
早
表
わ
Ｉ
ニ
ン
グ
に
出
す

物品の購入時からの経過月数に対する補償割合（表2）

級
％

合
c
1
0
0
8
6
7
4
6
3
5
5
4
7
4
0
3
5
3
0
2
6
2
2
1
9
1
6
7
3

創
級
％

價
Ｂ
８
S
8
1
K
6
5
5
8
5
2
4
7
4
2
3
8
3
4
3
0
2
7
1
4
7

補
級
％A

1
0
0
9
4
8
8
’
‘
7
7
H
6
8
6
3
5
9
5
6
5
2
4
9
4
6
3
1
2
1

I
h
l
－
I
－
I
－
I
－
I
－
I
＊
・
・

Ｕ
-
I
Ｔ
Ｔ
I
2
4
J
一
Ｊ
ｊ
ｊ
一
4
4
4
8
7
2
J
遜
一

4
4
8
1
2
1
6
2
0
2
4
2
8
3
2
3
6
4
0
4
4
4
8
7
2
9
6

J
φ
φ
々
・
φ
φ
・
・
φ
φ
・
季
Ｉ

Ｕ
-
M
M
７
7
1
8
7
2
4
M
Ｍ
M
Ｍ
Ｍ
I
U
f

3
3
6
9
1
2
1
5
1
8
a
2
4
2
7
3
0
3
3
3
6
5
4
7
2

l
l
－
l
－
l
－
l
－
l
－
l
－
l
－
l
－
・
・
・
・
・

。
。
四
芒
０
。
0
1
0
7
1
4
う
Ｊ
ｊ
ｊ
一
2
4
ｓ
4
8
に

2
2
4
6
8
1
0
1
2
1
4
1
6
1
8
2
0
2
2
2
4
3
6
4
8

四
Ｉ
・
参
・
φ
・
・
Ｉ
φ
φ
Ｉ
φ
φ

。
。
四
Ｊ
．
３
Ｔ
７
６
７
Ｍ
M
７
7
1
2
1
8
2
4
心

1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
8
2
4

″
詣
一
ａ
入
≫
＊
ら
の
経
過
月
数

し
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
補
償
と
き
は
、
特
殊
な
ボ
タ
ン
な
ど
は

製
任
、
品
物
に
よ
っ
て
決
め
ら
取
り
、
し
み
を
確
か
め
、
取
扱
い
に

れ
た
平
均
使
用
年
数
（
表
１
）
に
注
意
し
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
を
、

従
っ
て
表
２
か
ら
求
め
ま
す
。
は
っ
き
り
と
告
げ
ま
し
ょ
う
。

宇治市

のもるよに
況

状用便の品物は分区
・

の
の

縁
も

Ｃ
る’

ゐ

級
に

Ｂ
態’

状

紐
た

Ａ
れ

の
ぐ

合
す

割
：

價
紐

姉
Ａ劃一

住
民
税
は

標
準
税
率
で
課
税

Ｊいる”とあの`も

・
す
の
価

も
評

る
で

れ
態
・

・
わ
状
る

め
耗
す

認
摩
に

と
゜
の
紐

る
の
専
Ｃ

い
も
袖
驚

て
る
゛
通

れ
す
り
は

さ
り
エ
専

用
劣
’
の

使
兇
合
も

に
り
崎
る

的
よ
の
あ

峨
級
ツ
の

常
Ｂ
ヤ
色

：
：
シ
変

鰻
級
イ
的

Ｂ
Ｃ
ワ
久

均
等
割
は

人
口
で
き
ま
る

住
民
税
と
は

所
得
割
は

全
国
同
一
の
税
率

恥
忿
噺
心
の
お
わ
り
ご
ろ
ヽ

ｉ
が
お
か
れ
て
い
た
就
訃
で
は
ヽ

-
Ｋ
ｇ
-
Ｋ
Ｈ
Ｈ
ａ
-
ｉ
ｉ
Ｓ
を
剌
な
と
す

る
恥
爵
の
ぺ
ｎ
が
ヽ
耐
い
服
が

を
も
っ
て
わ
が
ま
ま
に
ふ
る
ま

っ
汀
抑
ま
し
た
び

』
Ｉ

ド
肪
、
に
の
坪
眠
そ
訥
峨
い

で
一
族
の
主
な
人
々
が
戦
死
し

た
た
め
、
ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て

も
う
七
土

が
ヽ
恥
爵
が

い
る
の
が
、

に
べ
以
て
た
ま
り
ま
れ
ん
‥
晦

い
機
会
を
み
つ
け
て
必
ず
清
盛

た
ち
を
か
め
ロ
し
ヽ
原
の
ぺ

釘
の
附
旗
を
と
り
も
ど
し
た
い

と
ち
ぇ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
治

尉
呼
恥
（
一

月
、

饌
―
ｉ
？

哩市じ寺か
つ
て
ヽ
が
４

如
ん
Ｕ
よ
う

に
あ
る
園
城

の
匍
扨
を
み

た
に
し
、
平

爵
を
か
め
る
こ

と
に
し
ま
次

そ
れ
は
、
秘
密

宇治川の蛍合戦

で
す
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
戦

さ
の
覗
御
肌
‥
飛
で
き
な
い
う

ち
に
’
恥
爵
に
珍
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
頼
政
は
、
殷
い
で

か
郎
へ
和
っ
て
綴
う
こ
と
に
し

の
は
か
り
ご
と
で
あ
っ
た
は
ず

で
す
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
轍

夜
の
あ
い
だ
に

治
橋
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

も
う
。
を
が
辱
け
て
き
ま
し
た

ぴ
ょ
う
ど
ぅ
い
ん
あ
Ｉ

の
で
、
平
等
院
で
朝
ご
は
ん
を

か
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
か
い
か
け
て
き
た
恥

爵
の
恥
禦
が
ヽ
は
や
く
も
・
や
洽

た
轜
剛
た
ち
五
ヽ

Ｖ
Ｌ
(
I
こ
は
た
や
一

嘔
澗
・
木
幡
の
山

治
橋
ま
で
た
ど
り

③

嶮
の
印
こ
う
ま
で
や
っ
て
き
た

で
は
め
り
ま
せ
ん
か
。

敵
は
大
勢
で
す
。
作

み
Ｉ

９

ぶに
’
・

か
み

。
勝
て
る
見

よ
り
１
Ｉ

つ
た
頼
政
は
。

ま
し
た
。
で
も
と
う
と
う

と
こ
ろ
だ
と
訃

わ
れ
て
心
９
。

ま
た
、
頼
政
た

ち
が
を
収
に
逮

っ
た
と
い
う
逮

は
ヽ
い
ま
も
轜

胞
ぶ
と
ゆ
ば
れ

て
い
ま
す
。
゛

”
‘
そ
の
後
、
世

調
の
人
た
ち
は
、

望
み
を
叱
げ
ら

れ
ず
に
死
ん
だ

咄
嘸
た
ち
を
刻

れ
に
ま
い
ヽ
蜘

年
旧
暦
の
五
月

二
十
三
日
の
夜
、

宇
治
橋
の
あ
た
り
の
水
の
上
に

た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
飛
び
か

う
の
を
見
て
、
う
ら
み
を
残
し

せ
ん
し
よ
り
糞
Ｉ
｛
ｉ
｀
い

て
戦
死
し
た
頼
政
た
ち
の
魂
が
、

螢
火
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
る
の

だ
と
伝
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。今

年
は
七
月
五
日
が
、
旧
暦

の
五
月
二
十
三
日
に
当
り
ま
す
。

い
ま
は
も
う
、
ホ
タ
ル
が
飛
び

か
う
こ

う
じ
が
わ

宇
治
川

へ
い
し

平
氏
の

た
た
か

け
て
戦

とのし武つ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

滋
の
釈
に
ヽ

者
た
ち
が
、

げ
ん
じ

源
氏
や

命
を
か

た
む
か
し
を
し
の
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

C
Ｏ

Ｃ
Ｄ

ｏ
ｏ

衆・参両院と最高裁国民審査

た
だ
い
ま
、
衆
議
院
総
選
挙
と

参
議
院
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
て
お

り
。
と
も
に
六
月
二
十
二
日
（
日
）

投
票
と
い
う
、
国
政
選
挙
史
上
は

じ
め
て
の
同
日
選
挙
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
選
挙
は
八
〇
年
代
の

日
本
の
政
治
の
動
向
に
極
め
て
重

要
な
意
味
を
も
つ
選
挙
で
す
。
自

分
の
意
志
で
決
め
必
ず
投
票
し
ま

選
挙
・
審
査
公
報

立
会
演
説
会

〇
衆
議
院
・
・
・
午
後
２
時
か
ら

〇
参
議
院
・
・
・
午
後
７
時
か
ら

投
票
整
理
券
は
、
郵
送
で
お
届

け
し
ま
す
。
裏
面
も
よ
く
お
読
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
整
理
券
を
紛

失
あ
る
い
は
、
当
■
日
忘
れ
ら
れ
て

も
投
票
は
で
き
ま
す
。
投
票
所
の

受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

〔
六
地
蔵
・
木
携

六
地
蔵
公
会
堂
・
北
木
幡
集
会
所

御
蔵
山
集
会
町
・
岩
田
書
店
（
御

園
2
0
）
ふ
宋
商
店
（
西
中
1
2
）

木
幡
保
育
所
・
南
山
集
会
所
・
南

木
幡
集
会
所

〔
五
ヶ
庄
〕

黄
槃
薬
局
（
芝
ノ
東
3
9
）
・
大
和

田
公
会
堂
・
西
岡
屋
会
館
・
黄
栞

公
園
事
務
所
・
山
崎
幸
一
さ
ん
宅

（
福
角
2
6
）

〔
菟
道
Ｅ
明
星
町
〕

菟
道
公
民
館
・
三
室
戸
薬
局
（
丸

山
3
7
)
･
明
星
集
会
所

〔
志
津
川
・
笠
取
〕

喜
推
会
館
・
東
笠
取
簡
易
郵
便
局

【
宇
治
】

川
東
公
民
館
・
宇
治
市
民
会
館
・

観
光
案
内
所
・
善
法
隣
保
館
・
市

分
庁
舎
・
宇
治
市
役
所
受
付
・
若

宮
簒
扉
・
半
白
集
会
所

〔
白
川
〕
白
川
公
民
館

〔
神
明
〕

神
明
公
民
館
・
老
人
憩
の
家

〔
扨
島
町
〕

攘
島
公
民
館
・
東
目
川
公
民
館
・

西
目
川
公
民
館
・
紫
ヶ
丘
公
民
館

一
一
好
家
公
民
館

〔
小
倉
町
〕

う
さ
ぎ
堂
（
西
浦
8
8
）
・
小
倉
公

民
館
・
西
山
集
会
所
・
蓮
池
中
集

〈
語
・
西
小
倉
集
会
所

〔
伊
勢
田
町
〕

西
小
倉
保
育
所
・
砂
田
隻
扉
・

伊
勢
田
公
民
館
・
西
宇
治
消
防
分

署
・
名
木
集
会
所

〔
開
町
・
南
陵
町
〕

開
公
民
館
・
南
陵
集
会
所

〔
広
野
町
〕

広
野
公
民
館
・
広
野
墨
跡
・
緑

ヶ
原
墨
扉

〔
大
久
保
町
〕

大
久
保
幼
稚
園
・
同
胞
保
育
園
・

西
大
久
保
集
会
所

投
票
整
理
券

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

選
挙
・
審
査
広
報
の
あ
る
所

一
臣砺

認
・

Ｍ
’
゛

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

い
だ
に
欧
嫌
キ
を
む

ち
五
ヽ
六
十
九
は
ヽ

は
た
や
ま
ぞ
み
ち
う

幡
の
山
哺
い
道
を
宇

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

Ｊ
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；
ｒ
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暁
Ｎ
・
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ｗ

＞
m
（
m
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■
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’
も
。
”
・
｀
‘
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Ｉ
Ｉ
参
Ｓ
Ｉ

６
・
い
‘
６
・

‰
ノ
k
m
＼

Ｉ
．
し
¨
・
フ

｀
゛
１
｀
附
｀
。
‘

め
つ
よ
り
ま
Ｓ
ぴ
ょ
１
ど
ぅ
い
ん

滅
で
け
。
噸
政
は
呼
等
院
へ

り
、
腹
を
切
っ
て
死
に
ま
し

ぴ
ょ
う
ど
４
’
い
ん
あ
｛
ず
の
し
ぽ

。
い
ま
平
等
院
に
あ
る
扇
芝

ヽ
そ
の
咄
轜
釦
が
卵
胞
し
た

う
ま
司
Ｓ
参

を
馬
に
乗
せ
て
、
先
に

示
か
せ
’
･
■
３
?
＋
'
の
搬
艦

ち
と
い
つ
艮
よ
に
、
宇

は
さ
ん
で
戦
う
こ
と
に

た
。

＆
や
こ
勿
ん
し
ょ
今
じ
そ
う
へ
い

親
好
や
咽
城
寺
の
僧
兵

、
力
を
合
わ
せ
て
よ
く

晶
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6月22日に同時投票
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”
私
も
ひ
と
こ
と
こ
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
、
毎
月
テ
ー
マ
を

決
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
五
月
は
、
「
私
の
健

康
法
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
一
日
の
生
活
の
中
に
健
康
を

管
理
す
る
時
間
を
設
け
ら
れ
て
い
る
模
様
な
ど
を
緞
稿
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

マ
イ
ペ
ー
ス
走
法

始
ま
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
主
婦
事
件
以
来
恐
し
く

な
り
、
さ
っ
そ
く
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ

ー
を
買
い
ま
し
た
。

私
は
、
四
年
前
ま
で
親
ぼ
く
と
く
自
然
を
な
が
め
な
が
ら
走
っ
た
あ
最
初
は
三
千
‐
、
次
は
五
千
‐

老
化
防
止
の
た
め
、
マ
マ
さ
ん
バ
と
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
一
日
が
と
の
ば
し
、
現
在
は
六
千
‐
で
二

レ
ー
で
週
二
回
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
人
の
子
ど
も
が
高

校
・
大
学
の
受
験
に
そ
な
え
て
い

る
の
に
、
「
〈
覆
は
バ
レ
ー
の
練
習

よ
」
と
い
っ
て
出
て
行
く
の
が
心

苦
し
く
な
り
、
音
第
決
し
て
や
め
、

翌
日
か
ら
早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
切

替
え
ま
し
た
。

二
十
分
ほ
ど
心
地
よ
い
外
気
を

全
身
に
受
け
、
日
毎
に
変
わ
り
ゆ

ヽ
程
く
わ

を
・
い
承
合
3
3

4
い
な
了
い
琶
Ｄ

番
さ
え
ご
悶
琵
1
4

話
だ
変
で
の
ｏ
治
３

へ
電
く
を
の
が
す
宇
２

人
．
て
旨
す
探
ま
市
れ

る
業
い
趣
ま
の
ね
治
丿

職
Ｉ
゜
り
柚
か
宇
膚

れ
Ｅ
を
度
あ
原
い
１
Ｒ

さ
Ｅ
¨
由
程
が
゛
そ
6
1
截

稿
丿
理
字
合
お
は
〒
広

投
名
は
5
0
0
場
＜
･
に
ヽ
ｚ

氏
望
す
・
却
は
文

・
希
は
ａ
い
返
先
所

所
名
柚
に
さ
ヽ
て
役

住
匿
原
度
だ
せ
あ
市

十
分
余
り
気
持
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
一
日
で
も
欠
け
る
と
、

何
か
忘
れ
も
の
で
も
し
た
様
で

す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
ラ
ジ
オ
体

操
も
続
け
て
い
ま
す
。

相
手
も
い
ら
ず
、
自
分
の
都
合

の
よ
い
時
間
に
マ
イ
ペ
・
・
‐
ス
で
走

な
い
充

す
。

5月のテーマ
私の

健康法

始
め
て
か
ら
か
ら
だ
の
調
子
が
良

く
、
肥
満
防
止
や
運
動
不
足
解
消

に
も
手
軽
で
よ
い
と
思
い
、
三
年

七
ヵ
月
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、

記
録
を
更
新
し
て
い
き
た
い

っ
て
い
ま
す
。

と
思

毎
朝
3
0
分
「
真
向
法
」
で

あ
な
た
は
、
健
康
に
対
し
て
自
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し

信
が
あ
り
ま
す
か
？
と
問
わ
れ
た
て
、
十
三
年
間
病
床
に
あ
っ
て
医

時
、
「
あ
る
」
と
答
え
ら
れ
ま
す
か
。
者
か
ら
も
見
離
さ
れ
た
患
者
さ
ん

私
は
自
信
を
も
っ
て
「
あ
る
」
と
が
、
真
向
法
を
や
っ
て
三
年
後
に

答
え
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
毎
に
退
院
、
そ
し
て
十
歳
は
若
く
み

朝
三
十
分
続
け
て
い
る
真
向
法
体
え
る
姿
で
体
験
談
を
話
さ
れ
た
の

楽
さ
か
ら
運
動
不
足
と
な
り
、
体
そ
し
て
薬
は
不
用
と
な
り
心
身
と

は
鋼
鉄
の
様
に
堅
か
っ
た
。
も
に
若
返
っ
た
。
そ
の
う
え
朝
食

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
二
年
に
の
お
い
し
い
こ
と
、
私
の
一
日
は

真
向
法
と
い
う
健
康
体
操
を
、
長
真
向
法
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

井
洞
先
生
か
息
紅
接
指
導
を
受
け
こ
の
体
操
は
、
ヨ
ガ
の
様
に
難

し
く
な
く
、
四
つ
の
パ
タ
・
・
‐
ン
を

繰
り
返
す
だ
け
で
、
誰
で
も
ど
こ

で
も
や
れ
る
非
常
に
や
さ
し
い
体

操
で
す
。
半
年
前
か
ら
は
、
腹
筋

五
十
回
。
腕
立
ふ
せ
三
十
回
を
追

加
。
そ
し
て
、
四
月
か
ら
は
週
一

回
水
泳
も
や
っ
て
い
る
。

「
健
康
あ
っ
て
の
幸
せ
」
。
医
者

を
頼
ら
ず
自
分
の
健
康
は
自
分
で

管
理
、
こ
れ
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
毎
日
続
け
ま
す
。

一ａｓｓｓｓ一一一一一一一ＩＳＳＳＳＳ自Ｓ一●ｅｌｌｌＩｓＩｓｓｓＩＩＩｗｓＩＩＩＩａｓｓ

次
回
の
テ
ー
マ

我
が
家
の
夏
バ
テ

防
止
法

あ
な
た
の
家
で
は
、
暑
い
夏

を
ど
う
す
ご
さ
れ
ま
す
か
。

ス
タ
ミ
ナ
料
理
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
い
ろ
ん
な
夏
バ
テ
防
止
法

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
二
十
日
締
切
り
、
翌
月
十
一

日
号
で
発
表
）

子どもの水の事故
６～８月はとくに注意を

Ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

Ａ
水
辺
で
の
遊
び
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
一

…
…
’
：
”
：
：
’
‘
：
…
…
…
…
’
：
…
…
…
…
：
’
…
…
い

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
六
～
八
月

中
に
、
海
や
川
、
池
、
あ
る
い
は

用
水
路
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
り
行

方
不
明
に
な
っ
た
子
供
（
中
学
生

毎
年
、
六
月
を
迎
え
る
と
、
子
ど
以
下
）
は
、
全
国
で
五
百
十
人
を

も
の
水
の
事
故
が
増
え
は
じ
め
、
数
え
て
い
ま
す
。

通
行
中
や
水
遊
び
中
の
「
転
落
」

が
四
十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
早
生
で
は
、
五
十
八
人
の
う

ち
約
半
数
が
水
泳
中
に
「
深
み
に

は
ま
っ
た
」
り
。
「
波
に
さ
ら
わ
れ

て
」
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
太
ａ
む
六
～
八
月
の
一
号
年
齢
別
に
兄
て
み
ま
す
と
、
五
こ
の
よ
う
な
水
の
事
故
の
約
七

月
間
は
、
一
年
の
う
ち
で
も
水
に
百
十
人
の
犠
牲
者
の
半
数
、
二
百
割
が
．
保
護
者
（
同
伴
者
）
が
そ

よ
る
犠
牲
者
が
最
も
多
い
時
期
で

す
。

石
芋
五
人
が
就
学
前
の
幼
児
で
Ｔ
。
ぱ
に
い
な
い
と
き
に
起
き
て
い
ま

こ
の
う
ち
八
割
近
い
二
百
三
人
が
す
。

用
水
路
や
海
、
川
、
池
な
ど
に
「
転
こ
の
時
期
は
と
く
に
水
遊
び
を

落
し
て
」
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ふ
だ
ん

小
学
生
の
場
合
は
、
百
九
十
七
か
ら
子
ど
も
の
遊
び
場
所
を
知
っ

人
の
う
ち
、
水
泳
申
や
魚
を
と
っ
で
お
き
、
危
険
な
場
所
に
は
子
ど

て
遊
ん
で
い
る
間
に
「
深
み
に
は
も
た
ち
だ
け
で
行
か
せ
な
い
よ
う

ま
っ
て
」
し
ま
っ
た
ヶ
Ｉ
ス
が
最
に
す
る
な
ど
、
保
護
者
の
配
慮
が

も
多
く
、
八
十
一
人
。
次
い
で
、
必
要
で
す
。

し
っ
と
心
は
、
お
と
な
だ
け
の
る
も
の
で
す
。

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
つ
く
上
の
子
に
と
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん

こ
と
が
少
な
い
だ
け
の
こ
と
で
、
は
ラ
イ
バ
ル
と
い
っ
て
も
よ
い
存

幼
児
も
や
き
も
ち
を
や
き
ま
す
。

子
ど
も
の
し
っ
と
心
は
、
た
と

え
ば
、
上
の
子
が
、
新
し
く
生
ま

れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ね
た
り
。
オ
シ
メ
を
し
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
乳

幼
児
の
言
葉
を
使
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
迢
行
現

在
で
す
。
で
す
か
ら
、
単
に
「
あ

やきもち

“赤ちゃんはライバル”
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Ｓ
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こ
の
し
っ
と
心
が
た
ま
り
た
ま

っ
て
、
ゆ
が
ん
だ
欲
求
不
満
や
劣

等
意
識
と
な
っ
て
子
ど
も
の
心
に

宿
り
、
成
長
後
、
大
き
な
精
神
的

後
選
一
征
と
な
っ
て
現
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
し
っ
と
心
を
抱
か

せ
な
い
た
め
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
前
か
ら
、
よ
く
子
ど
も

に
言
い
き
か
せ
て
心
の
準
備
を
さ

せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

芦
と
呼
ば
れ
。
母
親
の
関
心
を
な
た
は
お
兄
さ
ん
な
の
だ
か
ら
、
そ
し
て
、
家
族
間
の
役
割
と
立

自
分
の
方
に
向
け
さ
せ
た
い
が
た
が
ま
ん
す
る
の
よ
」
と
い
っ
た
ぐ
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
一
人
一
人
が

め
の
行
為
で
、
し
っ
と
心
か
ら
く
ら
い
で
は
、
な
か
な
か
納
件
し
な
納
得
の
い
く
形
で
日
常
生
活
を
営

る
″
赤
ち
ゃ
ん
返
ツ
と
い
わ
れ
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
ず
。
む
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

７ａ
ｕ

Ｒ
ｙ

道
を
歩
く

あ
ひ
る
君

お
っ
と
危
い
よ
卜
道
路
を
ひ

ょ
う
き
ん
な
か
っ
こ
う
で
歩
い
て

い
る
の
は
、
木
幡
池
に
住
み
っ
い

て
い
る
あ
ひ
る
君
。

六
羽
ほ
ど
の
群
れ
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
運
転
手
さ
ん
ご
注
意
允

国
勢
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

本
年
十
月
百
の
国
勢
調
査
は
、

大
正
九
年
の
国
勢
調
査
以
来
数
え

て
十
三
回
目
。
十
年
ご
と
の
大
規

模
調
査
の
年
に
当
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
の
特
色
は
、
①
国

際
連
八
］
が
勧
告
し
て
い
る
「
一
九

八
〇
年
世
＆
人
口
・
住
宅
セ
ン
サ

ス
」
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
国

際
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、

②
巾
告
内
容
の
秘
密
の
厳
守
及
び

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
い
て

徹
底
し
た
措
置
を
講
じ
て
お
り
、

と
く
に
、
既
婚
女
子
に
つ
い
て
の

「
結
婚
年
数
」
及
び
「
出
生
児
数
」

の
二
項
目
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
、

③
調
査
票
は
両
面
マ
ー
ク
シ
ー
ト

（
光
学
式
マ
ー
ク
読
取
機
調
査
票
）

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
ま
さ
に

我
が
国
の
人
口
は
急
速
に
高
齢
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
施
策
を
旱
に
急
に
取
り
組
む

べ
き
時
期
で
あ
る
だ
け
に
、
調
査

結
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（

企
画
課
）

赤
ち
ゃ
ん
が
．
ベ
ッ
ド
で
遊
ん

で
い
る
間
に
用
事
を
す
ま
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
、
市
民

方
式
で
、
今
回
の
両
面
同
時
心
み
ホ
ー
ル
に
「
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
」
を

と
り
機
械
の
開
発
に
よ
り
調
査
票
設
置
し
ま
し
た
。

の
1
1
1
期
利
川
が
図
ら
れ
る
こ
と
な
市
民
課
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
ク

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

と
く
に
、
岫
近
、
老
齢
化
社
会

ま
た
は
高
齢
化
社
会
と
い
う
３
葉

Ｉ
フ
ー
の
風
が
あ
た
ら
な
い
よ
う

に
と
、
配
ａ
に
?
-
：
■
-
？
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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パ
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大
使

表
敬
訪
問

カ
メ
ラ
ル
ポ

９
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⑤
ぎ

あ
っ
と
ほ
ー
む

私もひとこと

市
政
短
信

そ
れ
ま
で
母
親
を
独
り
占
め
し

て
い
た
の
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
登
場

で
、
事
情
は
一
変
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
上
の
子
は
、
ミ
ル
ク
を
ほ

孔
び
ん
で
飲
み
た
い
と
だ
だ
を
こ

～
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作
品
発
表
の
場
に

公
民
館
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
展
示
期
間
は
Ｉ
グ
ル
ー
プ
二
週
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま

ん
の
自
由
な
学
習
・
文
化
創
造
活

動
の
発
表
と
市
民
の
交
流
の
場
に

と
、
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
・
・
‐
を
公
民

館
（
市
民
会
館
）
の
一
階
ロ
ビ
ー

に
開
設
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
職
場
な
ど
で
日
頃
活
動

さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク

ル
の
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

便槽の防水対策
間
以
内
で
、
開
設
時
間
は
お
よ
そ
で
で
す
。

午
前
九
時
か
ら
午
後
七
時
頃
ま
で
・
み
な
さ
ん
の
ご
鑑
賞
を
お
待
ち

で
す
。
使
用
は
無
料
と
な
っ
て
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

ま
す
。

申
込
み
は
、
宇
治
市
公
民
館
、

（
宇
治
里
尻
七
一
－
九
、
電
話
○

2
8
0
4
）
ま
で
。

今
月
は
、
二
つ
の
公
民
館
サ
ー

ク
ル
が
展
示
発
表
さ
れ
ま
す
。
時

孝

一
－
／
－ラヤギ館民公乖場の流交の民市

き
ょ
う
十
一
日
は
ズ
歩
で

す
が
、
梅
雨
時
期
に
な
り
ま
す
と

Ｉ
あ
ふ
れ
た
雨
水
が
便
槽
に
入

っ
て
困
Ａ
ｙ
ト
と
い
う
声
を
よ
く

聞
き
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
次
の
よ
う
な

方
法
が
あ
り
ま
す
。

◇
横
ぶ
た
式
の
場
合
◇

く
み
取
り
口
と
地
面
と
が
同
じ

高
さ
の
場
合
は
、
土
の
う
で
囲
い

ま
す
。
ナ
イ
ロ
ン
で
く
み
取
り
口

を
し
っ
か
り
密
封
す
る
と
、
い
っ

そ
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◇
マ
ン
ホ
ー
ル
式
の
場
<
J
n
◇

マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を
法
Ｌ
し
。

く
み
取
り
口
を
ナ
イ
ロ
ン
や
新
聞

戟
で
お
お
っ
て
か
ら
、
ぴ
た
り
と

児
童
手
当
現
況
届

越
し
く
だ
さ
い
。

、
Ｉ
ａ
月
４
日
1
1
7
日
！
７

○
短
歌
サ
ー
ク
ル

・
内
容
…
春
の
季
節
感
や
身
近
な

こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
。

/
v
/
w
Ｍ
Ｏ
月
1
9
日
、
Ｉ
７
月
１
日
～
く
～

○
水
墨
画
サ
ー
ク
ル
「
若
竹
」

一
内
容
…
宇
治
川
風
景
、
お
し
ど

り
、
あ
や
め
。
鮎
な
ど
の
水
墨

画
。

（
公
民
館
）

６
月
中
に
提
出
を

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
受
給
税
世
帯
に
は
六
千
五
百
円
）
が
支

者
の
前
年
分
の
所
得
額
や
養
育
の
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

状
況
、
譲
渡
所
得
の
有
無
な
ど
を

審
査
し
て
、
引
き
続
き
児
童
手
当

を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
み
る

た
め
の
大
切
な
届
で
す
。

こ
の
届
を
六
月
中
に
提
出
さ
れ

な
い
場
合
、
六
月
分
以
降
の
児
童

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
焦
半
八
歳

未
満
の
児
童
£
二
人
以
上
養
育
し
、

（
福
祉
課
）

ク
ー
ラ
ー
等
の

騒
音
対
策
を

だ
ん
だ
ん
と
暑
く
な
っ
て
き
ま

す
と
、
ク
ー
ラ
”
‘
な
ど
冷
房
装
置

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。

そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
義
務
教
育
こ
れ
ら
の
運
転
を
は
じ
め
ま
す

終
了
前
の
児
童
で
あ
る
こ
と
、
②
と
、
装
置
の
一
部
で
あ
る
ク
ー
リ

父
母
の
い
ず
れ
か
が
日
本
国
籍
で
ン
グ
タ
ワ
’
‐
や
室
衣
作
フ
ァ
ン
な
ど

あ
る
こ
と
、
③
養
育
者
の
所
得
額
か
ら
の
騒
音
が
問
題
に
な
っ
て
き

が
国
で
定
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
ま
す
．
と
く
に
、
旧
型
の
機
器
な

え
な
い
こ
と
の
条
件
を
満
た
す
人
ど
で
は
．
騒
音
の
高
い
も
の
も
あ

に
、
月
額
五
千
円
（
市
民
税
非
課
り
ま
す
の
で
、
十
分
点
検
し
．
騒

ふ
た
を
か
ぶ
せ
、
お
も
し
を
置
い

て
く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ロ
ン
や
新
聞

紙
が
パ
ッ
キ
ン
と
な
っ
て
水
が
入

り
ま
せ
ん
。

◇

な
お
、
収
集
日
に
は
こ
れ
ら
の

も
の
を
取
り
除
き
、
く
み
取
り
作

業
が
し
や
す
い
状
態
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
濯
了
、
屁
？
、
ぱ
か

の
命
令
を
き
か
せ
る
。
．

Ｏ
ト
イ
レ
の
場
所
、
時
間
と
便
意

の
訴
え
を
さ
せ
る
。

つ
ぎ
に
、
犬
に
か
ま
れ
な
い
た

め
の
対
処
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
ょ
う
Ｏ

ん
顔
を
し
て
犬
と
目
太
に
わ
さ

な
い
こ
と
。

〇
か
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、

逃
げ
た
り
走
っ
た
り
せ
ず
、
犬

と
ぼ
ら
め
っ
こ
”
し
な
が
ら

後
ず
さ
り
す
る
こ
と
。

〇
も
し
犬
に
か
ま
れ
た
と
き
は
、

正
し
い
犬
の
飼
い
方
　
終

犬
は
人
に
従
順
で
す
が
-
m

心
が
強
く
。
時
に
は
反
動
と
し
て

敵
が
い
心
を
お
こ
し
て
か
み
つ
き

ま
す
。
犬
に
か
ま
れ
な
い
よ
う
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
知
ら
な
い
犬
に
近
づ
い
た
り
。

頭
を
な
で
た
り
し
な
い
こ
と
。

Ｏ
犬
の
そ
ぱ
を
通
る
時
は
、
知
ら

音
を
防
ぐ
よ
う
に
注
意
し
て
使
っ
の
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
、
三
・
七

で
く
だ
さ
い
。
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
冷
房
用
圧

な
お
、
京
都
府
公
害
防
止
条
例
縮
機
は
事
前
の
届
け
出
が
必
要
で

で
は
、
〇
・
七
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
す
。
（
環
境
保
全
課
）

案
内

保
母
試
験
講
習
会

将
来
保
母
に
な
ろ
う
と
す
る
人

や
育
児
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
人

を
対
象
に
．
理
論
と
技
術
習
得
を

宇
治
川
増
水
に
注
意

梅
雨
の
時
期
‐
ト
川
で
の
増
水

ムダ瀬ヶ天の中流放

（
清
掃
課
）

も
多
く
な
り
ま
す
。

天
ケ
瀬
ダ
ム
や
発
電
所
か
ら
の

放
流
量
を
変
更
す
る
と
き
は
、
警

報
を
鳴
ら
す
と
と
も
に
パ
ト
ロ
ー

ル
車
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
州
で
魚
釣
り
な
ど
を
し
て
い

る
人
を
は
じ
め
、
宇
治
川
の
川
べ

り
に
い
る
人
は
危
険
で
す
か
ら
、

す
ぐ
に
安
全
な
場
所
へ
移
動
し
て

く
だ
さ
い
。

（
天
ケ
瀬
ダ
ム
放
流
連
絡
会
）

傷
を
よ
く
洗
い
。
消
毒
し
て
お

く
こ
と
。

目
的
に
講
雙
祭
開
か
れ
ま
す
。

ｙ
と
き
・
と
こ
ろ
よ
講
義
》
第

１
期
が
７
月
１
日
？
５
日
ヽ
仏
教

大
学
で
、
第
２
期
が
７
月
1
1
日
？

1
6
日
、
京
都
府
立
大
学
で
。
〈
保
育

実
習
〉
７
月
1
7
日
京
都
府
立
体
育

館
で
ｙ
費
用
・
：
受
講
申
込
金
が
三

千
円
。
受
講
料
一
万
二
千
円
ｙ
申

込
み
・
：
６
月
1
7
日
ま
で
に
。
受
講

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
キ
記
入
し
、

費
用
を
そ
え
て
京
都
府
社
会
福
祉

協
襲
久
。

な
お
、
受
講
申
込
用
紙
な
ど
く

ゎ
し
い
こ
と
は
宇
治
市
社
会
福
祉

協
硯
至
で
。

（
社
会
福
祉
協
堕
’
）

警
察
官
採
用
試
験

京
都
府
警
察
官
の
採
用
試
験
が

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
７
月
６
日
向
午
前
９

時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
京
都
府
警

察
学
校
な
ど
▼
採
用
定
員
・
：
1
2
0
人

程
度
▼
申
込
み
…
６
月
i
n
日
ま
で

に
、
府
警
本
部
警
務
課
か
各
警
察

署
へ
。

な
お
。
受
験
申
込
用
紙
な
ど
く

わ
し
い
こ
と
は
警
察
署
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
歩
こ
う
会

ｙ
と
き
…
６
昆
日
収
嘉
８

時
、
市
民
会
館
に
隻
こ
雨
天
の

と
き
2
2
日
に
順
延
）
ｙ
行
き
先
…

私
市
方
面
で
、
河
内
森
か
ら
く
ろ

ん
ど
池
ｙ
持
ぢ
物
・
：
雨
具
、
弁
当
、

交
通
費
な
ど
。

（
社
会
教
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

（
種
目
）
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
と

き
…
６
月
1
6
日
㈲
午
後
７
時
半
か

ら
ｙ
と
こ
ろ
…
神
明
小
学
校
で
。

上
ぐ
つ
を
持
っ
て
運
動
の
で
き
る

服
装
で
、
お
気
軽
に
直
接
〈
扁
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
無
料
で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
ｙ
と
き
…

７
月
３
日
か
ら
７
月
２
５
日
ま
で
毎

週
木
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
半
か

ら
ｙ
と
こ
ろ
…
伊
勢
田
小
学
校
ｙ

定
員
・
：
襲
天
3
0
人
ｙ
登
録
料
・
・
・

八
百
円
。

（
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
〉
ｙ
と
<
≪
/
･
■
･

〇
犬
が
人
を
か
ん
だ
場
合
、
飼
い

主
も
か
ま
れ
た
人
も
保
健
所
に

届
け
出
て
、
そ
の
指
示
心
要
け

る
こ
と
。

◇

犬
を
飼
う
に
は
犬
ｔ
ｔ
知
り
、

愛
情
を
も
っ
て
責
任
の
あ
る
飼
い

方
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
族
の
中
に
一
人
で
も
犬
の
き

ら
い
な
人
が
い
れ
ば
、
犬
を
飼
う

の
を
あ
き
ら
め
る
ぐ
ら
い
の
思
い

や
り
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

（
宇
治
保
健
所
・
保
健
衛
生
課
）

６
月
2
3
日
か
ら
7
1
1
C
S
日
ま
で
毎

週
月
・
火
曜
日
午
後
７
時
半
か
ら

（
社
会
教
育
課
）

市
営
プ
ー
ルア

ル
バ
イ
ト

体
育
曼
ぞ
は
、
黄
彙
・
西
宇

治
公
園
内
の
市
営
プ
ー
ル
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ｙ
対
象
と
人
員
・
：
高
校
生
の
男

女
各
1
5
人
。
大
学
生
の
男
女
各
若

干
（
一
般
男
子
食
ａ
む
）
ｙ
資
格

・
：
高
校
生
は
２
・
３
年
生
で
学
校

の
許
可
が
必
要
。
大
学
生
男
子
（
一

般
男
子
）
は
水
泳
指
導
の
資
格
が

あ
る
人
が
望
ま
し
い
。
期
間
中
継

続
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
ｙ
期
間

…
７
月
1
3
日
？
８
月
3
1
日
ｙ
支
給

額
・
：
高
校
生
は
１
時
間
四
百
円
、

大
学
生
こ
般
男
子
は
１
時
間
四

百
五
十
円
ｙ
申
込
み
・
：
６
月
2
4
日

ま
で
に
黄
柴
公
園
管
埋
事
在
所
（
五

ヶ
庄
三
番
割
、
電
琉
T
9
0
5
）

へ
。

（
都
市
計
画
課
）

賢
釘
昌

茄
Ｓ
ｌ
ｆ
ｌ
r
t
'
o
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ぷ
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｀
採

縦
づ

｀
犬
は
人
に
従
順
で
忠
実
な
動
物

⇔
で
す
が
。
飼
い
方
を
ま
ち
が
え
ば

心
野
性
に
も
ど
り
。
主
に
子
ど
も
や

⇔
お
年
寄
り
な
ど
を
襲
っ
た
り
し
ま

｛
す
。

心
そ
こ
で
・
ま
ず
正
し
い
必
の

⇔

し
つ
け
”
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

心
ま
し
ょ
う
。

｀
（
食
事
の
し
つ
け
）

｛
○
偏
食
を
さ
せ
な
い
。

心
Ｏ
散
歩
中
に
。
落
ち
て
い
る
も
の

⇔
な
ど
の
。
ひ
ろ
い
食
い
を
さ
せ

心
な
い
。

｀
窪
惑
を
か
け
な
い
し
つ
け
）

｛
○
意
昧
も
な
く
ほ
え
さ
せ
な
い
。

心
〇
人
や
ほ
か
の
犬
に
攻
撃
を
か
け

⇔

さ
せ
な
い
。

心
〇
む
や
み
に
。
じ
や
れ
つ
い
て
飛

⇔
び
っ
か
せ
な
い
。

次
生
活
の
し
つ
け
＞

Ａ

催
し

ｙ
と
こ
ろ
・
：
南
宇
治
中
学
校
ｙ
定

員
…
梵
天
4
0
人
ｙ
登
録
料
・
・
・
四

百
ｒ
い
ず
れ
も
申
込
み
は
。
登

録
料
を
添
え
て
社
会
教
育
課
ま
で
。

募
集

一一
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梅雨期に備えて
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